
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度(後期)  年中  「砂あそび 土あそび」 

普段の砂あそびに加え、定期的に搬入されてできた砂山での砂あそびを楽しんできた子どもたち。 

後期になり、午前にやっていたことを午後もやりたい、次の日もやりたいなどという子どもたちの声が

聞こえ、あそびが継続するようになってきました。また、砂だけでなく「土」という素材を取り入れ、その

違いや感触を味わいながらあそびを広げていく姿が見られました。 

バケツに砂を入れ

たものをひっくり

返し、複数になっ

てくると、「迷路み

たい！」という話

になり、みんなで

協力して「100 個

作ろう！」と楽しん

でいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


